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個室、2 床室、3 床室の各料金を、患者さまにより利用して頂けるよう、 

平成 24 年 9 月 1 日より下記の通り室料を改定いたしました。 

これからも、地域の皆さまから『信頼される病院』を目指して鋭意努力して参ります。 

 
  

 

室室料料をを改改定定ししまましし

たた！！  
 

3 人室 
2,100 円 → 1,050 円 

3,675 円 → 1,575 円 

2 人室 5,775 円 → 2,625 円 

個室 B 8,925 円 → 6,825 円 

個室 A 15,750 円 → 12,600 円 

個室 S 18,900 円 → 15,750 円 

 

 

当院では、厚生労働省がすすめている 

「医療の質向上」の一環として、医薬分業を 

実施いたします。 

平成 24 年 11 月 1 日（木）（予定）から 

外来患者さまへのお薬の処方は「院外処方せん」

となります。 

これまで当院の薬剤部からお薬を受け取ってお

られた患者さまも「院外処方せん」に変わります。

ご理解とご協力をお願いします。 

 

院院外外処処方方にに変変わわりりまますす  

 

着着着任任任しししまままししし

たたた！！！   
 

眼科医師 

浅尾
あ さ お

 和伸
かずのぶ

 

7 月からお世話になっております、眼科の

浅尾和伸と申します。眼における様々な疾患

に対して診断と治療に取り組ませてもらって

います。眼痛、眼脂、充血、飛蚊症など、何

か目のことで困ったことがあれば、受診して

ください。よろしくお願いします。 

外来診察日 

月曜 PM2:00～5:00 

火曜 AM9:00～12:00 

金曜 PM2:00～5:00 



 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

  

 

 

 

 

実実りりののココンンササーートト  
 

10 月 13 日(土)にハンドベルコンサートを

内科前ホールにて開催しました。 

ホーリーベルズによる素敵な演奏で、とても

楽しいコンサートとなりました。 

 

 

 

 

≪結核は現代の病気≫ 
 

毎年 2 万人以上の人が結核を発症しています。 

結核は過去の病気ではありません！！ 

何よりも怖いのは、気づかずに周りの人に 

うつしてしまうことです。（飛沫感染） 

兵庫県の罹患率は、全国でワースト 7 位。 

宝塚では結核患者の 6 割が 

70 歳以上です。 
 

≪こんな症状が続けば結核を疑い受診しましょう≫ 
 

2 週間以上続く咳、痰、倦怠感、体重減少、寝汗など。 

初期症状は風邪と似ているので2週間以上咳や痰が続けば

結核を疑い、病院を受診し検査を受けましょう！！ 

早期発見は感染の拡大を防ぐために重要です。 

周りに長引く咳をしている人があれば受診をすすめましょ

う。 
 

≪薬をきちんと飲めば治る病気≫ 
 

結核と診断されても 6 ヶ月間毎日薬を飲めば治ります。 
 

≪結核の予防≫ 
 

定期的な健康診断・咳や痰が 2 週間以上続けば受診する・

規則正しい食生活・十分な睡眠をとることです。 

 

 

空空調調機機更更新新工工事事ののおお知知ららせせ  
  

1 号館の空調機更新 3 期工事 

（1 階、5 階）を 10 月 6 日から 

11 月 28 日の期間で行っています。 
 

工事に伴い、11 月 27 日までの間、

1 階、5 階の冷暖房がとまります。 
 

ご丌便をおかけいたしますが、 

皆様のご協力をお願いいたします。 

 

 

リリリハハハビビビリリリテテテーーーシシショョョンンン室室室ををを紹紹紹介介介しししままますすす   
 

当院のリハビリテーションでは、骨折後などは手術の翌日よりリハビリを開始し、医師の指示のも

とで早期に坐位・立位・歩行へと日常生活動作の向上を目指します。また、入院患者さんは高齢の方

が多いため肺炎などで入院されて、治療中の安静臥床により活動性が低下している方に対しても、医

師の指示があれば、療法士が早期に介入し廃用症候群の悪化予防を行い早期離床に努めています。 
 

作業療法では上肢機能訓練に対して積極的に取り組んでいます。特に外来患者さんでは、脳卒中後

の上肢麻痺や肘関節・手関節などの骨折後の日常生活動作練習も積極的に行っています。 
 

言語療法の外来では高次脳機能障害、特に失語症の患者さんへの治療を行っています。入院患者さ

んでは摂食機能訓練を中心に行い、経口摂取が安全に行え、お食事を楽しんでもらえるよう注意深く

観察しています。 
 

今年度は、理学療法士 15 名、作業療法士 4 名、言語聴覚士 4 名、合計 23 名の 

療法士が明るく元気にみなさんそれぞれの生活が取り戻せるようにお手伝いします。 

若い療法士が多いですが、患者さんに元気を不えられるよう頑張っています。 

 


